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 ●今号 は 「研究人材マネ ジメン

ト」 の 特 集 の4回 冂 とな る が，

「研 究 と開発の比 較」および 「日本

と外 国の比較」 に焦 点をあわせた

13の 論 文 を掲載 して い る。最初

の特集 「研究 人材 マ ネ ジメ ン ト：

そのキ ャリア ・意識 ・業績」 はわ

が国 の基礎 ・応用研究者 を調査対

象 と した研 究 論 文13編 を お さ

めて い た。 そ の後， わ れ わ れ の

R&D研 究 の方向 は研究か ら開発

へ， 口本か ら外国へ と向 かい，今

回 はそ の2っ の比 較研 究一研 究

と開発， 日本 と外国一 の結果 をま

とめ た第1次 報告 であ る。その総

括 的 な 報 告 は1年 後 の 本 誌No.

30に お いて行 う予定 で あ るが，

それ には今回 は間 に合わ なか った

フランス ・ドイッ ・台湾の比較研

究 も収あ ることにな って いる。 こ

れを もって我々の数年間 にわ たる

R&D研 究者 の調査 は一 応 ピ リオ

ドを うっ ことにな るが，新たな研

究費を得て，パ ブ リックセ クター

を含めた 日本 と先進諸国 のR&D

の比 較研究の プロジェク トが立 ち

上 が りっっあ る。本号 に収めた国

際比較研究 に は，イギ リスととも

にイ ン ド，韓 国， オース トラ リア

が含 まれ，次号 には台湾 も入 るこ

とにな ってお り， ア ジア太 平洋 の

後発国 の研究開発 にかんす る情報

は乏 しいので，貴重 な資料 となる

にちがいない。

 ● 私 は この3月 で慶 應 義塾 大

学 を退職 す る。1961年 の就 職以

来，産業研究所 とは浅か らぬ因縁

が あった。私事 にわ たるが，想 い

出を しるす ことを許 して いただき

た い。私の慶應 にお ける職場 は ビ

ジネス ・スクール と決 まって いた

が，そ の時 は未 だ ビジ ネス ・ス

クールが設立 されて いなか ったた

め，1年 間産業研究所の一角 にヤ

ドカ リしてい たのであ る。その間

にふたつの大規模な調査に出会 っ

た。 ひ とっ はアメ リカ国務省 によ

る訪 米視察団の メンバーの成果調

査であ った。戦 後復 興期に何千 人

とい う各界 の リー ダーがアメ リカ

の招 きで渡米 してアメ リカの実情

を学 んだが， その成果調査 の依頼

が創 立後 ま もない産業研究所 に き

て，社会学 の米 山桂.三教授 の指揮

下 に私 も参加 した。就職 したての

助手 の身 にはず いぶ ん高 い調査手

当を もらった記憶が の こっている

が，各界 の人 々が戦後初 めて戦勝

国 アメ リカを訪問 して， どのよ う

な印象 を うけ， なにを学ん だか，

またそれ をいか に日本 の職場 に生

か したか という質問票で あった。

本人だ けで な く， その上司 に もイ

ンタビュを行 った。富め る国のや

ることは違 う ものだ と感心 したも

のだが，わが国の援助の成果調査

な どはどの ように行われて いるの

だ ろうか。

 ● もうひ とつの調査 はイ リノイ

大学の カーシュ教授を リーダーと

す る大争議のあ との九州三井三池

炭 坑労働者の面接調査であ る。 と

て もム リだ といわれた調査が実現

したの は，大 争議を 「藤林斡旋」

によ って終息 させただけでな く，

激 しく対立 す る労使 双方か ら信頼

をかち得 てお られた藤林 敬三 先生

の慫慂 によ るところが大 きか った

と思 われる。 藤林先生 は当時，産

業研究所 の創 設所長 と中労委会長

を兼務 して お られた。 この調査 に

は私 のフ ィール ドワークの青春 と

もいうべ き思 い出が あるが， 調査

結果 は産業研 究所 の二瓶恭光 さん

が 『草 の根 の団結』 という本 にま

とめた。

 ● その後，昭和40年 代 の高度

成長下，春闘盛ん なり し頃，労働

省の委託 により産業研究所で大規

模な賃金決定調査が実施 され た。

リー ダーの佐野陽子 さんの下，小

池和男，井 関利明，島田晴雄，井

上 詔三 の諸 氏 と私が集 うというプ

ロジェク トであ った。その調査結

果は 『賃金交渉の行動科学』 とい

う本にな った。その他に，正田彬

さんを リー ダーに東京都のパ ー ト

タイマーや中小企 業の調査に も参

加 した。最近数年 間は守島基 博 さ

ん ら10人 以上 の イ ンター カ レッ

ジの メ ンバ ーでR&D調 査 に従

事 してきた。 また，佐野陽子 さん

と一 緒 に10年 以 上 前 に始 め た

Human Resource Management

研究会 はいま もつ づいてお り，今

後 は八代充史 さんが世話役 を引き

受 けて くれ ることにな った。 この

研究会 は実務家 や大学院生 の研究

成果の発表 の好 い機会 と もな って

いるが，終始産業研究所 を 「場」

と して き た。以上 に述 べ た よ う

に，私が これ まで参加 した調査研

究 プロジェク トの多 くは産業研究

所を 「場」 とす るもので あった。

研究 と交流の ための貴重 な場 をわ

れわれ に与えて くれ たことに深 く

感謝す るとともに，創設の時の狙

いであ った インターデイシプ リナ

リーな協働 による経営 と労働の調

査研 究に産業研究所が今後 も貢献

し，立 派な研究成果を世に問 うて

ほ しい ものであ る。 (石田英夫)
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